
2次関数のグラフと2次不等式

本時の目標

2次関数のグラフが𝑥軸と異なる２点で交
わる場合の2次不等式が解けるようになる。
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問題

ブエノスアイレスの平均

気温が１４．６℃以上に

なる月は何月以前と何

月以後ですか。



14.6℃



答え

５月以前と９月以後

このことを数学の記号で表すと・・・・

〇≦５ ,  ９≦〇

実はこのことが今日の問題を解くカギになり

ます！



例５ 次の２次不等式を解きなさい。

(1)𝑥2 − 6𝑥 + 5＜0

(2) 𝑥2 − 6𝑥 + 5 ≧ 0

𝑦 = 𝑥2 − 6𝑥 + 5とおくと





例５ 次の２次不等式を解きなさい。

(1)𝑥2 − 6𝑥 + 5＜0

(2) 𝑥2 − 6𝑥 + 5 ≧ 0

𝑦 = 𝑥2 − 6𝑥 + 5とおくと

(2)の式は𝑦 ≧ 0となる。

グラフで言うと・・・





例５ 次の２次不等式を解きなさい。
(1)𝑥2 − 6𝑥 + 5＜0
(2) 𝑥2 − 6𝑥 + 5 ≧ 0

𝑦 = 𝑥2 − 6𝑥 + 5とおくと

(2)の式は𝑦 ≧ 0となる。
グラフで言うと・・・

「２次不等式𝒙𝟐 − 𝟔𝒙 + 𝟓 ≧ 𝟎を解く」とは

→「𝒚 = 𝒙𝟐 − 𝟔𝒙 + 𝟓のグラフで𝒚が𝟎以上になる
𝒙の値の範囲を答えなさい」

ということなので、





例５ 次の２次不等式を解きなさい。
(1)𝑥2 − 6𝑥 + 5 < 0
(2) 𝑥2 − 6𝑥 + 5 ≧ 0

𝑦 = 𝑥2 − 6𝑥 + 5とおくと

(2)の式は𝑦 ≧ 0となる。
グラフで言うと・・・
「２次不等式𝑥2 − 6𝑥 + 5 ≧ 0を解く」とは

→「𝑦 = 𝑥2 − 6𝑥 + 5のグラフで𝑦が0以上になる𝑥の
値の範囲を 答えなさい」
ということなので、

Ａ 𝒙 ≦ 𝟏 , 𝟓 ≦ 𝒙



縦軸：気温 𝑦の値

横軸：月 𝑥の値

平均気温が14.6℃以上 𝑦の値が0以上

の月 𝑥の値（の範囲）



2次不等式の解く手順

１．２次方程式を解き、ｘ軸との共有点の座標を求める。

２．２次関数のグラフのｘ軸の上か下かを判断し、印を付ける。

３．２．の部分をｘ軸上に降ろし、印を付ける。

４．３の部分を不等号で表し答えを求める。

２次不等式 𝑥2 − 6𝑥 + 5 ≧ 0を解け。

𝑥2 − 6𝑥 + 5＝0

𝑥 − 1 𝑥 − 5 = 0

𝑥 = 1 , 5

A 𝑥 ≦ 1, 5 ≦ 𝑥



まとめ①

１．２次方程式を解き、ｘ軸との共有点の座標を求める。

２．２次関数のグラフのｘ軸の上か下かを判断し、印を付ける。

３．２．の部分をｘ軸上に降ろし、印を付ける。

４．３の部分を不等号で表し答えを求める。

２次不等式 𝑥2 − 6𝑥 + 5 ≧ 0を解け。

𝑥2 − 6𝑥 + 5＝0

𝑥 − 1 𝑥 − 5 = 0

𝑥 = 1 , 5

A 𝑥 ≦ 1, 5 ≦ 𝑥



まとめ②

𝑥2の前の係数𝑎が正の場合
𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0の解を𝛼, 𝛽 𝛼 < 𝛽 とすると

𝒂𝒙𝟐 + 𝒃𝒙 + 𝒄＞𝟎の解は

𝒙 < 𝜶, 𝜷 < 𝒙

𝒂𝒙𝟐 + 𝒃𝒙 + 𝒄 < 𝟎の解は

𝜶 < 𝒙 < 𝜷

２次不等式 𝑥2 − 6𝑥 + 5 > 0を解け。

𝑥2 − 6𝑥 + 5＝0

𝑥 − 1 𝑥 − 5 = 0

𝑥 = 1 , 5

A 𝑥 < 1, 5 < 𝑥


